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薪ストーブ考              石渡 鋼 会員 

わが家のメイン暖房器は薪ストーブである。十数

年前設置して以来、冬１２月より３月半ばころまで使

用するのだが、今年は近年にない寒さで煙の絶え

ることがない。 
 ゆらゆらゆれる炎、暖炉の前でテレビを見ながら

ブランデーなどちびり〃 〃、傍らで美人妻が新聞

越しに「あなた、おかわりは？」・・・映画のワンシー

ン・・・と気取るつもりで設置したのだが、「思惑と何

とかは向こうから外れる」の例え通りなかなか設計に

沿わない部分が多い。  
 しかしことストーブ本体に関しては期待以上の働

きをしてくれている。特に電気、灯油の値上がり著

しい昨今、タダに近いどころか邪魔扱いされている

山の木々、廃材は処分料を払って処理する時代で

ある。詳しくいうと我が家のＬ形の LDK 約２８帖くら

いの場所で朝外気温１度のとき、無加温で室内１１

～12℃のところ就寝前に径２０ｃｍ長さ４５ｃｍの薪

（小丸太）を 1 本入れておけば朝溶けるように消え

て室温１５から１６℃、そこに新たに２、３本投入する

と２０℃くらいまでに上がるのだ。しかも音も無く。ガ

ス、石油、電気と違い立ち上がりの遅いのが輻射熱

の欠点であるが、残熱性と熱の柔らかさは捨てがた

いものがある。 
 その他懸念されるのはメンテナンスだが、灰の除

去は週一回 2 リットルくらい、煙突掃除は年１回程

度、乾燥の良い木は煙もほとんど出ないが、良くな

いものは煙は勿論出るし、タールが耐熱ガラスこび

り付き揺らめく炎が見えなくなってしまう、がこれは

高温で燃焼すればきれいになるのだ。  また温度

のコントロールはレバーハンドルの操作で空気量を

０から１００まで調整する。０はちょうど炭焼き状態で

長時間発熱してくれるし炎がゆらめく状態となる。ま

た木の種類によって発熱量は違う。くぬぎ、なら、マ

テバ椎、ケヤキ等の硬木は長持ちするが、松、杉、

栂、の用材は着火し易いが火持ちは悪い、桧はこ

れらに比べ火付きが悪いので、他の理由と合わせ

て、用材としてトップたる由縁かも。蛇足ではあるが

この火を付ける作業にコツがあり昔の「生風呂」時

代の火吹竹が役立ち、又ノスタルジアがますのだ。 
 多少の知識によるとこいつはオーストラリア製で北

米、特にシアトル、バンクーバーあたりの家庭用と

のことで彼の地では石油セントラルヒーティング、プ

ラス飾りを兼ねて使用している模様で、多様なデザ

イン、機能をそなえたものがある。また歴史が古い

だけに防火上の安全基準が徹底しているとのこと。

また燃料には木屑を圧縮した人工丸太が市販され

ている。最大３０００Ｃａｌくらいの発熱と聞いている。 
 もし石油が無くなれば原子力、風、太陽光よりも身

近な燃料、それは樹木である。いまから四～五十

年前の山里の暮らしは米と薪炭で維持できていた。

それがである、いまや捨てられた里山は荒れ放題、

木は伸び放題で巨大なブロッコリー状に集落に覆

いかぶさり、日差しを遮り人を追い出して行くのだ。

酸素を供給し簡単に再生可能な木々であるが、も

はや育ち過ぎて老人の手には負えない状況になっ

ているのだ。 
 いま外は数年ぶりの大雪が降り続いている。時折

重みに耐えかねた竹が、杉が「バキーン」と悲鳴を

あげている。なんとかしろ・・・と。 


